
高 知 県　　越 知 町

図面名称

図面番号 縮　尺

路 線 名

工事場所

施工年度

工 事 名

図　示

工事番号

町道鎌井田横畠線

越知町 鎌井田本村（放水口洞門）

放水口洞門　防水工図

令和7年度 令7老対第1号

町道鎌井田横畠線　放水口洞門修繕工事
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平面図 S=1:150
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防水工
（パラシール同等品）

A=410㎡CAD計測
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排水口

【注記】

・パラシール（同等品）は重ね工法であり、重ね幅は20cm以上とし瓦理論で重ねることとし、
　重ね部には布テープを貼ること。

・パラシール（同等品）の下地の土は、十分締固め平滑にすること。
・パラシール（同等品）の施工は、降雨時及び施工直後に強い降雨が予想される場合は行わないこと。

・パラシール（同等品）の施工後は、速やかに盛土の施工を行うこと。
・地山側は露岩の形状に合わせ、適宜端部処理方法の見直しを行うこと。
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※青線排水管が新規計画範囲
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